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「タンピエの⻩⾦時代」と題し，ドメーヌ・タンピエの⼥性家⻑，リュシー・タンピエの AOC バンドール⽴ち上げ時の回想と， 
ドメーヌ・タンピエの支配人兼醸造家を務めるダニエル・ラヴィエがタンピエに起こした変化が 4 ページにわたって特集されました。 

（以下，抜粋） この地では，バンドールというアペラションのアイデンティティーを定義付けたドメーヌ・タンピエに向かう敵はいない。タンピエ

がより深く複雑なムルヴェードル主体の赤ワインを造ったのは，ほんのまだ10年以上前の話だが，未来を脅かすような局面にさらされたとしても，

恐らく生き残っていくだろう。（中略）リュシアンとルル（リュシー）は，プロヴァンス最強のタッグチームだった。彼らはこの地のいたるところに植樹され

平凡なバルク・ワインを造る高生産量のハイブリッド種を，1870 年代にフィロキセラで壊滅的被害を受けたムルヴェードルに植替え，再生させた

ことでタンピエのワインの大きな名声を築いた。バンドール随一の失われたブドウ品種の復活というミッションをやり遂げた。「AOC 立ち上げ時に

は生産者は 10 を数えるばかりだった。他の生産者は私たちのことをクレイジーだと思っていたわ・・・」とルルは語る。（中略）ラヴィエが着任しビジ

ネスに出資，ペイロー家は貯蔵庫全体の修復，屋根と梁を取替え，長命なワイン用のオークの大樽と，ワイナリー設備に投資を行った。以前使

用していたものよりも立派で近代的なポンプ・機器を導入することにより，ブドウをより良い状態で作業することが可能になり，大きなセメント・タ

ンクを設置したことで，ワイナリーの許容量を大きく押し上げた。「われわれは小さなことを沢山変えてきた。しかし，ワインのアイデンティティーは変

えたくない」 ラヴィエはそう語った。 


